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１／５

（ 圧 気 工 法 ）

問 １ 圧気工法の種類等に関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

（１）ケーソンの躯体は、一種の函体構造であり、上下
かん

２室に区分され、下部は圧縮空気が送られ掘削作業

を行う室になっている。

（２）高圧の作業室と大気は、マンロック又はマテリア

ルロックにより遮断されている。

（３）水中にケーソンを沈める場合、築島による陸上ニ

ューマチックケーソンか水中ニューマチックケーソ

ンによるかの判断は水深により、その境目は１０ｍ

が目安である。

（４）ケーソンは、作業室及び躯体部分のコンクリート

を打ち、沈めた後、上部の躯体コンクリートを継ぎ

足しながら掘削沈設する。

（５）陸上ニューマチックケーソンは、その沈設位置で

型枠を組み、コンクリートを打設する。

問 ２ 圧気工法の特徴に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

（１）ニューマチックケーソンはオープンケーソンと比

べた場合、小規模工事では設備費が安い。

（２）くい基礎等に比較し、ケーソンは上部からの大き

な荷重を支持層に確実に伝達できる。

（３）高気圧作業のため、作業者と作業時間に制限があ

る。

（４）くい基礎に比べ、低振動、低騒音で施工できる。

（５）ニューマチックケーソンは、オープンケーソンと

比べた場合、沈下中の位置の変位や傾斜に対して補

正が容易で、かつ、精度が高い。

問 ３ 圧気工法に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。

（１）圧気圧は、通常のずい道建設工事における切羽作

業ができる程度の圧力とし、必要以上に圧力を上げ

てはならない。

（２）坑口から切羽まで長いため、仕切壁を２箇所に設

けた場合は、中間坑道の気圧を切羽側の圧力より若

干高くする。

（３）圧気シールド工事において一般に空気消費が大き

いのは、切羽から地山への漏気である。

（４）空気圧縮機の動力がモータである場合には、２系

統の電力供給とするか、又はディーゼルエンジン駆

動の空気圧縮機を予備として設ける。

（５）高圧の空気中では、酸素の分圧が高く、物が燃え

やすい。

問 ４ 圧気工事の施工に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

（１）圧気圧は、切羽を安定させるためには高いほどよ

いが、シールド掘進中の漏気や噴発を防ぎ、作業者

の健康管理面等からは低いほどよい。

（２）粘土層などの軟弱地盤では、まずケーソンの中心

部を堀り、次第に刃口周辺に堀り進める。

（３）海底などのシールド掘進の場合には、海底の地盤

の弛緩及びすり鉢状くぼみの形成を防止するために、

土かぶり厚さは一定限度を下まわらないようにする

必要がある。

（４）大断面のトンネルにおける圧気圧は、シールド機

の基礎面からシールド外径の２/３の高さにおける

地下水圧とする。

（５）ロックは、水平方式と立形方式に分けられるが、

水平方式は、立形方式に比べ施工能率が高い。



問 ５ 圧気ずい道の設備等に関する次の記述のうち、誤っ

ているものはどれか。

（１）トンネルの内径が小さい場合は、マンロックとマ

テリアルロックを兼用したロックを設けることがあ

る。

（２）運搬設備の軌条が単線の場合は、マテリアルロッ

クの長さを長くするほうが効率がよい。

（３）送気管は、圧気工法用の低圧管と、さく岩機その

他の工具用高圧管に区別して設ける。

（４）排水管は、「ずり」などで閉塞しやすいので、予

備管を設置して切替えができるようにする。

（５）マテリアルロックは、マンロックの上方に設置す

るのが普通であるが、下方に設置する場合には排水

管を設ける。

問 ６ 圧気工法に用いる設備の取扱い等について記述した

次のＡからＤのうち、誤っているものの組合せは(１)

～(５)のうちどれか。

Ａ マッチ、ライター等発火のおそれがある物の持

ち込みを禁止し、この旨を気閘室の外部の見やす
こう

い場所に掲示する。

Ｂ 保護ガードを取り付けていない照明器具は、耐

圧式又は安全増防爆構造の屋外式のものを使用す

る。

Ｃ 作業室への送排気用パイプは、ケーソンの壁に

埋め込んではならない。

Ｄ 連絡設備として電話やインターホン等の通話設

備を設けた場合でも、故障等に備えて信号の手段

や方法を定め、かつ、それを関係者の見やすい場

所に掲示する。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｄ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

高圧室内Ａ
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問 ７ ケーソンの沈下に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

ただし、下図は沈下関係図の一部を示す。

（１）皿板は、ケーソンの全荷重を受けるので、沈下に

あたっては、前後左右の皿板を均等に１枚置き又は

２板置きに抜き取る。

（２）沈下中ケーソンが傾いても、傾斜が少ない場合は、

傾斜は自然に回復する傾向がある。

（３）急激な沈下を防止するうえで、マテリアルロック

のドアを確実に閉止しておくことが重要である。

（４）下図の線Ａは総沈下力（合計沈下力）を示す。

（５）下図の線Ｂは、総沈下抵抗力（合計沈下抵抗力）

を示す。

０

Ａ
５

１０

Ｂ
１５

２０

２５

揚圧力
水荷重

問 ８ ケーソン工事で用いる掘削機械等に関する次の記述

のうち、誤っているものはどれか。

（１）土砂搬出バケットと吊りワイヤーロープとは、通

常、クレビス・コーンで結合される。

（２）ケーソンの作業室の天井から懸架される天井走行

ショベルの遠隔操作を行うときは、そのコントロー

ラは大気圧下の事務所内等に設けられ、モニターの

画面を見て操作する。

（３）天井走行ショベルは、作業室内の圧力が０.０５

ＭPa程度のときでも、遠隔操作による掘削の方が、

高圧下で作業者が直接ショベルを操作して掘削する

より能率がよい。

（４）作業室内での掘削作業では、電動バックホウ（ド

ラグショベル）が使用されることがある。

（５）作業室からの排土設備には、テルハやクローラク

レーンが多く使用される。



問 ９ 火災等非常時に備える設備に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）作業室内での有害ガスの吐出時等の場合、通常の

空気呼吸器では、作業室の圧力下での使用時間が短

いため、高圧下で３０分程度使用できる高気圧下呼

吸器を使用する。

（２）高気圧下呼吸器は、ボンベが２本で構成され、ス

リムで薄い形態の外形となっている。

（３）作業室内の酸素濃度及び有害ガス等の濃度測定に

当たっては、携帯式の測定器具を用いるほかに定置

式の測定器で常時測定し、自記記録する。

（４）作業室内に設置する消火器には、強化液型で容量

が３ 、６ 、１０ 、吐出圧力が各０.７～０.９８ﾘｯﾄﾙ ﾘｯﾄﾙ ﾘｯﾄﾙ

ＭPaのものがある。

（５）通信設備には、電話やブザーなどがあるが、ヘリ

ウム混合ガスマスクを使用する場合は、音声が不明

瞭のため無線機は使用されない。

問１０ 測定するガスと検知方式の組合せのうち、誤ってい

るものはどれか。

ガ ス 検 知 方 式

(１) 酸 素 隔膜ガルバニ電池式

(２) 一酸化炭素 定 電 位 電 解 式

(３) 二酸化炭素 非分散型赤外線式

(４) 硫 化 水 素 定 電 位 電 解 式

(５) メ タ ン 検 知 管 式

高圧室内Ａ

３／５

（送気及び排気）

問１１ 圧気工法に用いる送気及び排気設備に関する次の記

述のうち、誤っているものはどれか。

（１）送気設備は、空気圧縮機、空気冷却装置、空気清

浄装置、空気槽、送気本管などで構成される。

（２）空気槽は、圧縮空気を貯えておくもので、空気圧

縮機の種類によっては、脈動緩和の役目も果たして

いる。

（３）異常温度自動警報装置は、冷却水の不足等によっ

て空気圧縮機から吐出される空気が異常に過熱した

場合等に警報を発する装置である。

（４）空気圧縮機は、ケーソンの規模、地質、ケーソン

内作業者数等を考慮してその容量を決定し、かつ、

これに予備台数を見込んで設置する。

（５）空気圧縮機よりケーソン側の送気本管は、水平に

設置して、要所にドレーン抜きを取り付ける。

問１２ 空気清浄装置に関する次の記述のうち、正しいもの

はどれか。

（１）空気清浄装置は、圧縮空気中の水分や油分を分離

除去する装置であり、レシーバタンクの前又は後に

取り付ける。

（２）大型の空気清浄装置は、圧縮空気の脈動を緩和す

る役目も果すので、レシーバタンクを設ける必要は

ない。

（３）空気清浄装置は、通常、空気槽と作業室との中間

の位置に設けることが重要で、切羽の掘削に伴い移

動させる。

（４）空気清浄装置は、空気の冷却を行う機能も有する

ので、これを取り付ければ、空気冷却装置は設けな

くてもよい。

（５）空気清浄装置は、大型のものを設置すれば工事期

間中点検する必要がない。



問１３ ケーソン内の加圧に関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

（１）所要圧力は、一般に周囲の水面から作業中の地面

までの深さ、すなわち、潜函では刃口までの深さが

目安になる。

（２）所要圧力は、水面から掘削中の地面までの深さに

相当する圧力以上になることはない。

（３）理想的な圧力は、掘削している地面に水が滲み出
にじ

てくるか、こないかの状態を保つ圧力である。

（４）所要圧力は、一般に地表から刃口が深く入って行

くに従って高くなるが、掘削深さが一定以上になる

と深さが増しても予想圧力より低目の圧力で間に合

うようになる。

（５）所要圧力は、地層又は川や海までの距離などによ

って影響を受けることが多い。

問１４ マンロックや作業室の圧力等に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

（１）加圧の速度は、耳や副鼻腔の障害を防ぐため毎分
こう

０.０８ＭPa以内とされている。

（２）加圧し始めてから０.０３～０.０５ＭPa位までは

ゆっくり圧力を上げ、異常がなければそれ以後は制

限速度内で加圧する。

（３）作業中に圧力が変わるときは、その間の最も高い

圧力を作業圧力とする。

（４）作業圧力は、作業者の位置で測る。

（５）作業室からの空気の漏れ（ブロー）が多いと送気

管の抵抗が小さくなり、地上の送気管の圧力計が作

業室より低い圧力を示すことがある。

高圧室内Ａ

４／５

問１５ 有害ガス等に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）空気中にメタンが増加すると、酸素濃度を低下さ

せ、酸素欠乏やガス爆発の危険性が生ずる。

（２）二酸化炭素は、血液中の血色素（ヘモグロビン）

と結合しやすいため、中毒性窒息を起すことがある。

（３）酸化窒素（Ｎ Ｏ、ＮＯ、ＮＯ 等）は、眼、鼻及２ ２

び呼吸器官を強く刺激し、ときには肺水腫を起すこ
しゅ

とがある。

（４）硫化水素は、特有の臭いがあり、これを吸入する

と嘔吐、めまい、意識障害等を起す。
お う と

（５）酸素欠乏の原因には、作業室内での酸化作用の継

続、泥土中の細菌による酸素の消費などがある。

問１６ 圧気工法における減圧等に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）高圧室内業務は、作業回数が多くなるほど減圧症

にかかりやすくなる。

（２）減圧速度をできるだけゆっくりすると、減圧症の

予防になる。

（３）適切な減圧を行うためには正確な圧力計の使用が

不可欠である。

（４）段階式減圧法は、漸降式減圧法に比べ管理がしや

すく、減圧症の予防には有利である。

（５）段階式減圧法では、減圧を停止する圧力と時間を

任意に入れかえたり、短くしたりしてはならない。



問１７ 緊急時の減圧に関する次の記述のうち、誤っている

ものはどれか。

（１）血液に溶けている窒素ガスは、脂肪に溶けている

窒素ガスより排出が早いことを利用して緊急時の減

圧が行われる。

（２）緊急減圧を行うときは、必要な限度で減圧速度を

速めることができる。

（３）再圧室を使って再加圧し、減圧する場合、減圧の

各段階で標準の圧停止時間に加えて、できるだけ３

～５分間圧力を一定に保つことが望ましい。

（４）作業者が怪我をしたときは、血液溶解分の窒素ガ

スが気泡を形成しない程度のスピードで減圧し、常

圧に戻ったら、まず酸素吸入をさせながら治療した

のち、再圧室で再加圧する。

（５）再加圧前もしくは再加圧中に減圧症の症状が発生

したときは、直ちに救急再圧もしくは再圧治療をす

る。

問１８ １日２回の高圧室内業務を１回目０.１８ＭPa、２回

目０.２１ＭPaの圧力で行うこととし、１回目の高圧下

の時間を１３０分とした場合、２回目の高圧下の時間

の限度は、次のうちどれか。（本問及び問１９、問２０

では業務間ガス圧減少時間等について別表(１)、(２)

を用いて算定すること。）

（１）１００分

（２）１４５分

（３）１８０分

（４）１９５分

（５）２１０分

高圧室内Ａ

５／５

問１９ 問１８に関して、２回目の作業を限度一ぱい行った

場合の減圧停止圧力と時間の組合せは、次のうちどれ

か。

減 圧 停 止 圧 力

０.０６ＭPa ０.０３ＭPa

(１) ２３分 ４０分

(２) ２５分 ４５分

(３) ３０分 ５０分

(４) ３０分 ６０分

(５) ３１分 ６０分

問２０ 問１８に関して、２回目の作業を限度一ぱい行った

場合の高圧室内業務に要した時間の合計は、次のうち

どれか。

ただし、第１回、第２回の減圧停止時間を除いた途

中の減圧時間は、それぞれ３分を要したものとする。

（１）４１８分

（２）４８１分

（３）５２６分

（４）５２９分

（５）５７２分

（午前終り）



別表（１）

業務間 業務終了
減 圧（分） 第２回の

圧 力 体内ガス ガス圧 後ガス圧
高 圧 下 の 時 間 高圧下の

圧 係 数 減少時間 減少時間
0 . 1 5Ｍ P a 0 . 1 2Ｍ P a 0 . 0 9Ｍ P a 0 . 0 6Ｍ P a 0 . 0 3Ｍ P a 時間(分)

（ＭPa） (分) (分)

30分以下 1 1.3 30 30 275

30分を超え 60分以下 5 1.6 30 30 245

60分を超え 90分以下 9 1.8 60 30 235

90分を超え120分以下 13 1.9 60 30 225

0.16を超え0.18以下 120分を超え150分以下 2 15 2.0 60 30 215

150分を超え180分以下 5 20 2.1 90 45 205

180分を超え210分以下 8 25 2.1 90 45 170

210分を超え240分以下 9 30 2.2 150 45 110

240分を超え270分以下 10 35 2.2 150 45 75

270分を超え300分以下 17 35 2.2 150 45 50

30分以下 1 1.4 30 30 240

30分を超え 60分以下 8 1.6 30 30 220

60分を超え 90分以下 16 1.8 60 30 215

0.18を超え0.20以下 90分を超え120分以下 7 15 2.0 60 30 195

120分を超え150分以下 9 20 2.1 90 45 200

150分を超え180分以下 11 30 2.1 90 45 170

180分を超え210分以下 15 35 2.2 150 45 100

210分を超え240分以下 20 40 2.2 150 45 85

240分を超え270分以下 25 45 2.2 150 45 50

30分以下 1 1.4 30 30 240

30分を超え 60分以下 11 1.7 60 30 225

60分を超え 90分以下 8 15 1.9 60 30 210

0.20を超え0.22以下 90分を超え120分以下 12 20 2.0 90 30 210

120分を超え150分以下 15 30 2.1 90 45 180

150分を超え180分以下 23 40 2.1 90 45 145

180分を超え210分以下 25 45 2.2 150 45 90

210分を超え240分以下 30 50 2.2 150 45 60

240分を超え270分以下 31 60 2.2 150 45 30

30分以下 1 1.4 30 30 215

30分を超え 60分以下 14 1.7 60 30 200

60分を超え 90分以下 9 20 1.9 60 30 185

0.22を超え0.24以下 90分を超え120分以下 18 30 2.0 90 30 180

120分を超え150分以下 26 35 2.1 120 45 135

150分を超え180分以下 5 30 40 2.2 150 45 95

180分を超え210分以下 10 30 50 2.2 150 45 65

210分を超え240分以下 14 30 60 2.2 150 45 40

30分以下 1 1.5 30 30 210

30分を超え 60分以下 20 1.8 60 30 195

60分を超え 90分以下 13 25 2.0 90 30 180

0.24を超え0.25以下 90分を超え120分以下 19 35 2.1 120 45 150

120分を超え150分以下 33 45 2.1 120 45 110

150分を超え180分以下 6 35 50 2.2 150 45 70

180分を超え210分以下 15 35 55 2.2 150 45 50

210分を超え240分以下 18 35 65 2.2 150 45 20

30分以下 2 1.5 30 30 180

30分を超え 60分以下 10 15 1.8 60 30 170

0.25を超え0.27以下 60分を超え 90分以下 17 30 2.0 90 30 150

90分を超え120分以下 9 25 35 2.1 120 45 120

120分を超え150分以下 15 30 45 2.2 150 45 85

150分を超え180分以下 16 35 55 2.2 150 45 55

180分を超え210分以下 21 40 60 2.2 150 45 30

15分以下 2 1.3 30 30 195

15分を超え 30分以下 5 1.5 30 30 180

30分を超え 45分以下 3 15 1.7 60 45 165

45分を超え 60分以下 13 20 1.9 60 45 150

60分を超え 75分以下 18 30 2.0 90 45 135

75分を超え 90分以下 4 20 40 2.0 90 45 120

0.27を超え0.29以下 90分を超え105分以下 11 25 40 2.1 120 45 105

105分を超え120分以下 13 30 45 2.1 120 45 90

120分を超え135分以下 15 35 45 2.2 150 60 75

135分を超え150分以下 18 35 50 2.2 150 60 60

150分を超え165分以下 23 35 55 2.2 150 60 45

165分を超え180分以下 20 40 60 2.2 150 60 30

180分を超え195分以下 24 40 65 2.2 150 60 15

195分を超え210分以下 26 40 75 2.2 60 0
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(0.78を超え0.88以下)

(0.69を超え0.78以下)

(0.64を超え0.69以下)

(0.59を超え0.64以下)

(0.54を超え0.59以下)

(0.49を超え0.54以下)

(0.44を超え0.49以下)

(0.41を超え0.44以下)
(0.39を超え0.41以下)
(0.37を超え0.39以下)
(0.35を超え0.37以下)
(0.33を超え0.35以下)
(0.31を超え0.33以下)
(0.29を超え0.31以下)
(0.27を超え0.29以下)
(0.25を超え0.27以下)

(0.24を超え0.25以下)
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(0.18を超え0.20以下)

(0.16を超え0.18以下)

(0.14を超え0.16以下)

(0.12を超え0.14以下)

(0.10を超え0.12以下)
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業
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高 圧 室 内 作 業 主 任 者 試 験 Ｂ

受験番号 高圧室内Ｂ

１／４

（ 高 気 圧 障 害 ）

問 １ 気体の物理的性質に関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

（１）気体の体積は、温度が一定のとき、これに加わる

圧力に反比例する。

（２）空気の温度が、０℃から１℃に上昇すると体積は

１/２７３増加する。

（３）混合気体のそれぞれの成分気体の圧力を分圧とい

い、一般に分圧が高くなるほど人体に及ぼす作用が

強まる。

（４）容器内に密閉した静止流体の一点に圧力を加える

と、加えた方向にのみ圧力が伝達する。

（５）気体が液体に接しているとき、気体が液体に溶け

込む量は、温度が一定であれば、気体の分圧に比例

する。

問 ２ 高気圧下における人体の生理的変化に関する次の記

述のうち、誤っているものはどれか。

（１）高気圧下の作業では、空気圧の増加に応じて空気

中の酸素分圧が増加するので、酸素過剰状態になる。

（２）作業気圧が高くなるにつれて、肺の換気能力は低

下し、作業能力が低下する。

（３）吸気中の二酸化炭素分圧が上昇すると、肺胞気中

の二酸化炭素分圧も上昇するので、肺毛細血管から

肺胞への二酸化炭素の排泄は阻害される。

（４）常圧下では、肺胞内の窒素分圧と血中の窒素分圧

は平衡しているので、両者間の窒素の出入はない。

（５）高気圧下に入ると、肺胞気中の窒素分圧は血中の

窒素分圧より低くなる。

問 ３ 次の器官系のうち、高気圧の影響を受けやすく障害

を起こすおそれの大きいものはどれか。

（１）運動系

（２）消化系

（３）内分泌系

（４）感覚系

（５）神経系

問 ４ 酸素中毒に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。

（１）高い圧力下で、純酸素を吸入すると中枢神経系統

が侵され、意識を失うなどの重い障害を起こすこと

がある。

（２）酸素中毒に耐えられる圧力と吸入時間の関係は、

各人で大きな差があり、同一人でも日によって異な

る。

（３）二酸化炭素が多いときには、酸素中毒は起りにく

い。

（４）酸素中毒は、暑いとき又は寒いときに起こり易い。

（５）一般に吸入する酸素の分圧が高くなるほど、吸入

可能な時間は短くなる。

問 ５ 二酸化炭素中毒に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

（１）高圧室内の二酸化炭素分圧が上昇すると、まず呼

吸が深くなり回数が増す。

（２）息が切れ、顔がほてり、冷汗をかく状態は中毒の

疑いがある。

（３）作業圧力が０.１ＭPaになると、気道抵抗が増え、

二酸化炭素の蓄積を起す。

（４）作業室の圧力が高い場合は、二酸化炭素の濃度が

低いときでも中毒が起ることがある。

（５）中毒にかかった場合は、直ちに新鮮な空気のある

場所に移す。



問 ６ 窒素酔いに関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。

（１）胸をしめつけられるような痛みがある。

（２）感覚が異常に敏感になったり、手足がもつれるよ

うになる。

（３）吸入空気中に二酸化炭素が多いと起こりやすい。

（４）敏感な人は空気圧が０.３ＭPaぐらいでかかり、

０.６ＭPaになると誰でもかかる｡

（５）症状が起きたときは、直ちに減圧すれば、通常、

短時間で症状は消える。

問 ７ 高気圧による耳、副鼻腔及び歯の障害に関する次の
こう

記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）耳、副鼻腔及び歯の障害に共通する症状として、

疼痛がある。
とう

（２）加圧のはじめには、ゆっくり加圧することで耳の

障害を予防することができる。

（３）副鼻腔の障害は、耳抜きをすれば、空洞から鼻腔

へ通じる管が開いてその発生を予防できる。

（４）耳抜きは、唾をのみ込むか、鼻をつまんで強くか

めばよい。

（５）急激に加圧すると、鼓膜は破れずに内耳が損傷す

ることがある。

問 ８ 肺の破裂に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。

（１）気管支喘息や肺嚢胞のある人は、この種の障害を
ぜん のう

起こしやすい。

（２）咳込むときは、減圧を一時中止することも予防法

の一つである。

（３）この障害は、０.０３ＭPa程度の環境圧からの減

圧でも起こり、放置すれば死亡する危険がある。

（４）症状が出たときは、できるだけ早く医師の手当を

受け再圧治療を開始しなければならない。

（５）症状が起きたときに直ちに講じることとしては、

頭を高くし、また右胸を下にして寝かせる。

高圧室内Ｂ

２／４

問 ９ 減圧症に関する次の記述のうち、誤っているものは

どれか。

（１）体内で、窒素の気泡が血液中に生じれば血液の循

環を阻害し、血管外の気泡は組織の変形や圧迫を招

いて減圧症を起こす。

（２）減圧症は、一般に作業圧力が０.１ＭPa以下では

発生しない。

（３）呼吸循環系の障害（チョークスとショック症状）

は、減圧症として最も普通にみられる症状で、減圧

症全体の過半数を占めている。

（４）中枢神経型の減圧症は、症状の程度と潜伏時間の

間にはあまり関係がない。

（５）体がかゆい等の皮ふ型の症状でも、ベンズ等のよ

り重い減圧症になることがある。

問１０ 救急蘇生法等に関する次の記述のうち、誤っている
そ

ものはどれか。

（１）意識があるかないか確認することにより、心肺蘇

生法が必要か否かをまず判断する。

（２）口対口人工呼吸法は、簡単で効果的な方法であり、

事故者の口をハンカチで覆って息を吹き込んでもよ

い。

（３）口対口人工呼吸法では、ゆっくりと５秒くらいか

けて息を吹き込み、１分間に６回程度のペースで人

工呼吸を行う。

（４）呼吸のほかに心臓も停止している場合は、人工呼

吸と心マッサージを併用する。

（５）呼吸が回復しても、再び停止することがあるので、

十分注意する。



（関 係 法 令）

問１１ 高圧室内作業主任者の選任等に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

（１）作業主任者は、高圧室内作業主任者免許を受けた

者であることが必要である。

（２）作業主任者は、作業室ごとに選任することが必要

である。

（３）同一の場所で、作業主任者を２人以上選任したと

きは、それぞれの作業主任者の職務の分担を定めな

ければならない。

（４）作業主任者を選任したときは、その者に行わせる

職務を掲示する等により関係労働者に周知させなけ

ればならない。

（５）大気圧を超える気圧下の気閘室の内部における作
こう

業については、作業主任者を選任する必要がある。

問１２ 圧力計に関する次の記述のうち、法令上、誤ってい

るものはどれか。

（１）作業室への送気調節用のバルブ又はコックを操作

する場所を潜函等の外部に設けたときは、その場所

に作業室内のゲージ圧力を表示する圧力計を設けな

ければならない。

（２）作業室への送気調節用のバルブ又はコックを操作

する場所を潜函等の内部に設けたときは、操作を行

う者に携帯式の圧力計を携行させなければならない。

（３）気閘室の加圧・減圧を行うバルブ又はコックを気
こう

閘室の外部に設けたときは、当該場所に、気閘室内

の圧力を表示する圧力計を設けなければならない。

（４）圧力計は、一目盛りが０.０５ＭPa以下のもので

なければならない。

（５）圧力計は、１月ごとに１回以上点検し、その概要

を記録して、これを３年間保存しなければならない。

高圧室内Ｂ

３／４

問１３ 労働者を次に示す業務に就かせるときに、法令で定
つ

める特別の教育を行わなくてもよいものはどれか。

（１）高圧室内業務

（２）作業室への送気の調節を行うためのバルブ又はコ

ックを操作する業務

（３）作業室及び気閘室へ送気するための空気圧縮機を
こう

運転する業務

（４）作業室からの排気の調節を行うためのバルブ又は

コックを操作する業務

（５）再圧室を操作する業務

問１４ 高圧室内作業主任者の職務として法令で規定されて

いないものは、次のうちどれか。

（１）作業の方法を決定し、高圧室内作業者を直接指揮

する。

（２）高圧室内作業者を作業室に入室させ、又は作業室

から退室させるときに、その人数を点検する。

（３）二酸化炭素及び有害ガスの濃度を測定する。

（４）作業室への送気の調節を行うためのバルブ又はコ

ックを操作する者と連絡して、作業室内の圧力を適

正な状態に保つ。

（５）作業室及び気閘室において高圧室内作業者が健康
こう

に異常を生じたときは、必要な措置を講ずる。

問１５ 高圧室内業務の設備等に関する次の記述のうち、法

令に違反するものはどれか。

（１）作業室で１２人が作業するので、その気積を５０

ｍ とした。３

（２）気閘室の床面積が４ｍ 、気積が７.５ｍ であるの２ ３
こう

で、気閘室で加圧又は減圧を受ける者を１２人とし

た。

（３）空気圧縮機と作業室との間に、空気清浄装置を設

けた。

（４）作業室までの配管が長くなるので、三方コックを

用い、気閘室と作業室兼用の排気管を設けた。

（５）気閘室の減圧を行うための排気管の内径を５３mm

とした。



問１６ 気閘室において、高圧室内作業者に減圧を行うとき
こう

の措置等についての次の記述のうち、法令上、誤って

いるものはどれか。

（１）気閘室の床面の照度は、２０ルクス以上とする。

（２）気閘室内の温度が１０度以下である場合には、高

圧室内作業者に毛布その他の適当な保温用具を使用

させる。

（３）圧力０.１ＭPa以上の気圧下における高圧室内業務

を行うときは、気閘室に自記記録圧力計を備え、減

圧の都度、その状況を記録した書類を作成する。

（４）気閘室において減圧を行うときは、減圧に要した

時間を減圧終了後に高圧室内作業者に周知させる。

（５）減圧に要する時間が１時間を超える場合には、高

圧室内作業者に椅子その他の休息用具を使用させる。

問１７ 高圧室内業務の管理に関する次の記述のうち、法令

上、誤っているものはどれか。

（１）必要のある者以外の者が気閘室及び作業室に立ち
こう

入ることを禁止しなければならない。

（２）作業室における有害ガスの測定及び換気をしなけ

ればならない。

（３）気閘室において高圧室内作業者に加圧を行うとき

は、毎分０.０８ＭPa以下の速度で行わなければな

らない。

（４）作業室及び気閘室における二酸化炭素の分圧が５

kPaを超えないように必要な措置を講じなければな

らない。

（５）高圧室内業務を行うときは、気閘室の付近に、高

圧室内作業者及び空気圧縮機の運転を行う者との連

絡その他必要な措置を講ずるための者を常時配置し

なければならない。

高圧室内Ｂ

４／４

問１８ 潜函からの退避等に関する次の記述のうち、法令に
かん

規定されていないものはどれか。

（１）送気設備の故障により高圧室内作業者に危険又は

健康障害の生ずるおそれがあるときは、その作業者

を潜函等の外部へ退避させなければならない。

（２）潜函の刃口の下方を掘り下げて潜函を沈下させる

ときは、高圧室内作業者を作業室内から退避させな

ければならない。

（３）出水事故により高圧室内作業者に危険の生ずるお

それのあるときは、その作業者を潜函等の外部へ退

避させなければならない。

（４）作業室内を排気して潜函を沈下させるときは、高

圧室内作業者を潜函の外部へ退避させなければなら

ない。

（５）作業室内において発破を行ったときは、作業室内

の空気が発破前の状態に回復するまで高圧室内作業

者を入室させてはならない。

問１９ 高圧室内業務に常時従事する労働者について健康診

断を行った結果、医師が必要と認めた者については、

健康診断項目を追加するが、法令上、必要のない項目

は、次のうちどれか。

（１）作業条件調査

（２）肺換気機能検査

（３）心電図検査

（４）関節部のエックス線直接撮影による検査

（５）神経系の検査

問２０ 再圧室の設置・使用に関する次の記述のうち、法令

上、誤っているものはどれか。

（１）圧力０.１ＭPa以上の気圧下の高圧室内業務を行う

ときは、再圧室を設置し又は利用できるような措置

を講じなければならない。

（２）再圧室を設置した場所及び再圧室を操作する場所

には、必要のある者以外の者が立ち入ることを禁止

し、かつ、その旨を表示しなければならない。

（３）再圧室を使用して加圧を行うときは、純酸素を使

用してはならない。

（４）再圧室を使用したときは、そのつど、加圧及び減

圧の状況を記録しておかなければならない。

（５）再圧室については、設置時及びその後３月をこえ

ない期間ごとに、一定の事項について点検しなけれ

ばならない。

（終 り）


